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	第５節　被害想定
	　


１　基本的な考え方

　　長野県では、平成７年に発生した阪神・淡路大震災を教訓として、平成12・13年度において地震対策基礎調査を実施し、平成14年３月、「長野県地震対策基礎調査報告書」を公表した。

　　この調査による被害想定結果は、本村における今後の地震防災対策の基礎資料として、また住民一人ひとりの防災意識の高揚と防災対策の推進に当たって有用な資料となるものである。

　　本節においては、この報告書のうち、本村に関する被害想定結果の概略等を示すものとする。

２　想定地震及び地震動等の予測

　(１)　想定地震

　　　長野県内の主要な活断層をもとに、現時点の科学的知見で、発生の可能性のある大規模地震として五つの内陸型地震と東海地震が想定されている。

　　　この六つの想定地震の中で、本村に最も影響を及ぼすと予測されているのは、「糸魚川－静岡構造線（北部）の地震」である。このため、以下では、「糸魚川－静岡構造線（北部）の地震」についての想定結果を中心に記述する。

　　　なお、想定地震は、地震防災対策を検討するために設定された地震であり、地震を予知したものではなく、また、近い将来これらの地域で想定どおりの地震が発生することを必ずしも意味するものではない。

　　想定地震の諸元

	震源諸元

想定地震
	マ グ ニ
チュード
	長　さ

（㎞）
	幅

（㎞）
	傾　斜
	位　置　等

	糸魚川－静岡構造線（北部）
	8.0
	80
	20
	60°Ｅ
	小谷村～松本市

	糸魚川－静岡構造線（中部）
	8.0
	80
	17
	90° 
	安曇野市～富士見町

	信濃川断層帯
	7.5
	43
	21
	45°Ｗ
	飯山市～長野市

	伊那谷断層帯
	7.9
	68
	20
	60°Ｗ
	南箕輪村～阿智村

	東海地震
	8.0
	115
	70
	34°Ｗ
	（平成13年想定）

	阿寺断層系
	7.9
	62
	17
	90° 
	王滝村～岐阜県


想定震源位置図
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（※平成13年想定）

　(２)　地震動等の予測

　　ア　震度

　　　　村のほぼ全域が震度６弱以上となり、平地では広い範囲で震度７の強い揺れが予想されている。

　　　震度分布（糸魚川－静岡構造線（北部）の地震）
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　　イ　液状化

　　　　平地では広範囲で危険度が高くなっている。山沿いに一部危険度が極めて高いところがみられる。

　　　液状化危険度分布（糸魚川－静岡構造線（北部）の地震）

　　　　　　　[image: image3.png]



３　被害想定

　　被害想定結果については、「長野県地震対策基礎調査報告書」において想定する六つの地震すべてについて、次表のとおり、被害状況を示す。

　　なお、ここで集計したものは、火災については、冬の昼（12月～５月の14時～15時）、人的被害については、冬の夜（12月～５月の18時～19時）のケースであり、それぞれ被害が最大になる季節と時間帯である。

	想定結果

想定地震
	建物被害（棟）
	出火・延焼被害

	
	木造全壊・
非木造大破
	木造半壊・
非木造中破
	出火件数

（件）
	焼失棟数

（棟）

	糸魚川－静岡構造線（北部）
	1,576
	793
	7
	19

	糸魚川－静岡構造線（中部）
	1,312
	803
	6
	16

	信濃川断層帯
	0
	2
	0
	0

	伊那谷断層帯
	0
	243
	0
	0

	東海地震（平成13年想定）
	0
	0
	0
	0

	阿寺断層系
	0
	1
	0
	0


	
	人　　的　　被　　害
	ラ　イ　フ　ラ　イ　ン

	
	死　者

（人）
	重傷者

（人）
	避難者

（人）
	断水世帯数

（世帯）
	停電世帯数

（世帯）
	電話支障

（回線）

	糸静北
	31
	38
	3,441
	2,675
	1,114
	3,409

	糸静中
	26
	35
	3,072
	2,670
	985
	1,946

	信濃川
	0
	0
	4
	0
	486
	0

	伊那谷
	0
	6
	351
	0
	486
	0

	東　海
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	阿　寺
	0
	0
	2
	0
	354
	0
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